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動
　
向

沖
縄
論
の
現
在
─
歴
史
研
究
と
現
在
と
の
対
話
の
な
か
で

─

櫻　

澤　
　

誠

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
後
半
か
ら
一
六
年
前
半
に
か
け
て
、
沖

縄
戦
後
史
を
通
観
し
た
著
作
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
「
動
向
」

に
つ
い
て
整
理
・
紹
介
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
依
頼
に
応
え
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
新
崎
盛
暉
『
日
本

に
と
っ
て
沖
縄
と
は
何
か
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
六
年
一
月
）、
森
宣

雄
『
沖
縄
戦
後
民
衆
史
』（
岩
波
現
代
全
書
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
そ

し
て
、
拙
著
『
沖
縄
現
代
史
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

の
三
冊
で
あ
る
。
自
著
も
含
め
た
形
で
客
観
的
に
そ
の
「
動
向
」

を
論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
第
三
者
に
委
ね
た
ほ
う
が
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
他
の
二
冊
と
の
比
較
を
通
じ
て
自

著
の
位
置
付
け
を
示
す
と
い
う
作
業
は
、
そ
れ
な
り
の
意
味
も
あ

ろ
う
と
考
え
、
筆
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
九
五
年
の
米
兵
少
女
暴
行
事
件
以
降
、「
沖

縄
問
題
」
が
大
き
な
転
換
を
み
せ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
度
重
な
る
島
ぐ
る
み
県
民
大
会
の
開

催
か
ら
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
形
成
と
い
う
新
た
な
段
階
へ
と
情
勢

は
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ

た
頃
か
ら
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
様
々
な
誤
解
や
偏
見
（
例
え
ば
、
沖

縄
は
基
地
依
存
経
済
で
あ
る
、
在
沖
海
兵
隊
は
抑
止
力
と
し
て
不
可
欠
で
あ

る
、
普
天
間
基
地
は
無
居
住
地
に
作
ら
れ
た
、
な
ど
）
を
解
き
ほ
ぐ
そ
う

と
す
る
一
般
向
け
の
書
籍）

1
（

が
続
々
と
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
ら
は
歴
史
を
通
貫
し
て
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
戦
後
史
を
扱
う
に
し
て
も
論
点
が
限
定
さ
れ
断
片
的
で
あ
る
。
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そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
鹿
野
政
直
氏
が
自
身
の
沖
縄
研
究）

2
（

を
ふ
ま
え
つ
つ
行
っ
た
講
義
を
基
に
し
た
『
沖
縄
の
戦
後
思
想

を
考
え
る
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
は
、
沖
縄
の
戦
後
思
想
を

歴
史
的
に
通
貫
し
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
同
書
に
一
貫
す

る
の
は
、
沖
縄
戦
や
米
軍
基
地
を
め
ぐ
る
思
想
的
営
為
の
な
か
で
、

沖
縄
側
が
ど
の
よ
う
に
「
日
本
」
を
相
対
化
し
、
独
自
の
自
己
認

識
を
形
成
し
て
き
た
の
か
と
い
う
点
だ
と
い
え
る）

（
（

。

　

冒
頭
の
三
冊
が
同
時
期
に
出
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
出
版
社
か

ら
の
依
頼
・
執
筆
の
時
間
軸
は
多
少
前
後
す
る
と
し
て
も
、
二
〇

〇
〇
年
代
後
半
以
降
の
大
き
な
政
治
変
動
の
な
か
で
、
政
治
・
社

会
を
中
心
に
見
据
え
て
戦
後
史
を
通
貫
し
た
著
作
を
社
会
の
側
が

求
め
た
の
だ
と
い
う
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
沖
縄
を
め

ぐ
る
様
々
な
誤
解
や
偏
見
を
解
き
ほ
ぐ
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
、

歴
史
研
究
に
よ
っ
て
行
お
う
と
す
る
作
業
と
も
い
え
る
。
一
九
九

五
年
以
前
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
ど
の
よ
う
に
現
在
を
理
解
で
き
る

の
か
、
と
い
う
問
い
が
常
に
そ
こ
に
は
あ
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
、
新
崎
氏
、
森
氏
の
近
著
に
つ
い
て
紹
介
し

た
う
え
で
、
そ
の
特
徴
、
拙
著
と
の
比
較
を
通
し
た
近
年
の
「
動

向
」
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
ま
た

特
徴
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
一
九
九
五
年
以
前
に
つ
い
て
の
叙

述
を
中
心
に
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

新
崎
盛
暉
『
日
本
に
と
っ
て
沖
縄
と
は
何
か
』

　

新
崎
氏
は
「
は
じ
め
に
」
の
末
尾
に
お
い
て
、「
こ
の
本
で
は
、

沖
縄
現
代
史
の
大
筋
を
た
ど
り
直
し
な
が
ら
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
の
問
題
が
、
日
米
沖
関
係
史
の
戦
後
七
〇
年
の
総
括
点
で
あ

り
、
そ
の
今
後
を
考
え
る
起
点
で
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

い
」（
ⅲ
頁
）
と
述
べ
る
。
そ
し
て
本
書
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、

「
対
米
従
属
的
日
米
関
係
の
矛
盾
を
沖
縄
に
し
わ
寄
せ
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
米
関
係
（
日
米
同
盟
）
を
安
定
さ
せ
る
仕
組
み
」

（
ⅰ
頁
）
と
し
て
の
「
構
造
的
沖
縄
差
別
」
で
あ
る
。
本
書
の
章
立

て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
1
章 

平
和
国
家
日
本
と
軍
事
要
塞
沖
縄
／
第
2
章 

六
〇
年

安
保
か
ら
沖
縄
返
還
へ
／
第
（
章 

一
九
九
五
年
の
民
衆
決
起

／
第
4
章
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
形
成
／
第
（
章 

沖
縄
、
そ
し

て
日
本
は
何
処
へ

　

第
1
章
は
、
沖
縄
戦
か
ら
島
ぐ
る
み
闘
争
ま
で
（
一
九
四
五
〜

五
六
年
）
を
扱
う
。「
天
皇
制
の
利
用
・
軍
事
国
家
日
本
の
非
武
装

化
・
米
軍
に
よ
る
沖
縄
の
分
離
軍
事
支
配
は
、
三
位
一
体
の
関
係

に
あ
っ
た
」（
一
〇
頁
）。
冷
戦
が
極
東
に
波
及
す
る
な
か
、「
非
武

装
国
家
日
本
」
は
「
目
下
の
同
盟
国
」
へ
と
位
置
付
け
直
さ
れ
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
二
条
約
が
結
ば
れ
、
沖
縄
は
「
太
平
洋
の
要
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石
」
と
さ
れ
た
。
沖
縄
住
民
の
大
多
数
に
よ
る
日
本
復
帰
希
望
は

日
米
両
政
府
に
無
視
さ
れ
、「
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」
に
よ
る

軍
用
地
の
強
制
接
収
、「
共
産
主
義
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
た
復

帰
運
動
へ
の
弾
圧
な
ど
が
展
開
さ
れ
る
「
暗
黒
時
代
」
が
訪
れ
る
。

沖
縄
側
は
「
土
地
を
守
る
四
原
則
」
を
打
ち
出
し
て
抵
抗
し
、
そ

れ
を
無
視
し
た
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
対
し
て
島
ぐ
る
み
闘
争
を
展
開

し
た
。
こ
の
時
期
の
日
本
側
の
関
心
は
、「
民
族
的
共
感
」
に
基

づ
く
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
二
条
約
の
問
題

性
を
正
し
く
理
解
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

第
2
章
は
、
島
ぐ
る
み
闘
争
以
降
か
ら
沖
縄
返
還
ま
で
（
一
九

五
六
〜
七
二
年
）
を
扱
う
。
米
軍
再
編
で
沖
縄
の
比
重
は
高
ま
り
、

海
兵
隊
が
日
本
か
ら
沖
縄
に
移
駐
す
る
。「「
基
地
の
し
わ
寄
せ
」

か
ら
六
〇
年
安
保
改
定
の
段
階
に
お
い
て
、
日
本
政
府
自
体
が
、

占
領
政
策
と
し
て
出
発
し
た
構
造
的
沖
縄
差
別
を
積
極
的
に
利

用
し
始
め
た
」（
三
七
頁
）。
日
本
側
に
は
「
沖
縄
が
新
し
い
安
保

体
制
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
は
、
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
」（
四
五
頁
）。「
沖
縄
と

ヤ
マ
ト
の
溝
」
を
感
じ
る
な
か
で
一
九
六
〇
年
四
月
に
結
成
さ
れ

た
復
帰
協
は
、「
島
ぐ
る
み
」
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
が
、
沖

縄
自
民
党
は
参
加
を
拒
否
し
、
や
が
て
革
新
共
闘
の
母
体
と
な
っ

て
い
く
。
革
新
主
席
誕
生
直
後
の
Ｂ
五
二
墜
落
事
故
に
際
し
て
は
、

日
本
政
府
が
主
導
し
て
屋
良
主
席
を
説
得
し
て
二
・
四
ゼ
ネ
ス
ト

を
回
避
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
日
米
両
政
府
は
沖
縄
返
還
を
日
米
軍

事
同
盟
再
編
強
化
に
利
用
し
、
在
日
米
軍
の
再
編
統
合
に
よ
っ
て
、

沖
縄
へ
の
「
第
二
の
基
地
し
わ
寄
せ
」
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
（
章
は
、
沖
縄
返
還
前
後
か
ら
辺
野
古
新
基
地
現
行
案
ま
で

（
一
九
七
一
〜
二
〇
〇
六
年
）
と
い
う
長
い
期
間
を
扱
う
。
日
中
国

交
正
常
化
に
よ
っ
て
、
安
保
問
題
は
沖
縄
問
題
と
な
っ
た
。
沖
縄

返
還
後
の
日
本
政
府
に
よ
る
軍
用
地
主
対
策
は
、
多
数
の
軍
用
地

主
を
自
民
党
の
支
持
基
盤
に
転
換
さ
せ
た
。
一
方
で
、「
復
帰
後

の
闘
い
の
担
い
手
」
と
な
る
の
が
、
反
戦
地
主
や
こ
れ
を
支
援
す

る
一
坪
反
戦
地
主
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
闘
争
を
展
開
し
た
金
武
湾
を
守
る
会

な
ど
の
「
個
の
志
の
共
同
体
」
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
い
く
つ
か
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

本
書
は
、
日
米
両
政
府
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
日
本
国
民
に
よ

る
「
構
造
的
沖
縄
差
別
」
を
歴
史
通
貫
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
主
に
な
る
こ
と
で
や
や
後
景
に
退
い
て
い
る
感

は
あ
る
が
、
沖
縄
の
民
衆
運
動
が
歴
史
を
作
り
出
す
主
体
と
な
っ

て
き
た
こ
と
を
描
い
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
新
崎
氏
は
、
沖

縄
の
民
衆
運
動
の
転
機
は
、「
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
島
ぐ
る
み

闘
争
、
七
〇
年
前
後
の
沖
縄
闘
争
」
そ
し
て
、「
九
五
年
」
だ
と

す
る
（
七
二
頁
）。
そ
し
て
、
そ
の
担
い
手
は
、
第
一
の
転
機
で
可

能
と
な
っ
た
「
革
新
共
闘
」
に
よ
る
取
り
組
み
、
第
二
の
転
機
以

降
に
形
成
さ
れ
た
「
個
の
志
の
共
同
体
」、
そ
し
て
第
三
の
転
機
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以
降
の
何
か
（「
オ
ー
ル
沖
縄
」
?
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

民
衆
運
動
を
主
体
と
す
る
叙
述
の
な
か
で
は
、
保
守
勢
力
批
判

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
革
新
共
闘
に
よ
っ
て
当
選
し
た
屋
良
朝

苗
主
席
や
大
田
昌
秀
知
事
で
あ
っ
て
も
、
民
衆
運
動
と
対
峙
し
た

際
の
評
価
は
厳
し
い
。
特
に
大
田
県
政
に
対
す
る
批
判
は
辛
辣
で

あ
る
。

　

本
書
で
特
に
紙
幅
を
割
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ト
ピ
ッ
ク
を
挙

げ
て
み
る
と
、
平
和
条
約
第
三
条
に
対
す
る
イ
ン
ド
・
エ
ジ
プ
ト

の
異
論
（
第
1
章
）、
共
同
防
衛
地
域
沖
縄
包
含
論
（
第
2
章
）、
普

天
間
基
地
の
実
態
（
第
（
章
）、
二
〇
〇
七
年
県
民
大
会
（
第
4
章
）、

尖
閣
問
題
（
第
4
章
）、
と
な
る
。
特
に
、「
こ
れ
ま
で
と
は
明
ら

か
に
違
う
大
き
な
う
ね
り
」（
一
三
二
頁
）
の
な
か
で
開
催
さ
れ
た

二
〇
〇
七
年
県
民
大
会
に
つ
い
て
は
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
形
成

に
向
け
た
大
き
な
転
機
と
位
置
付
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
二
〇

一
〇
年
、
一
二
年
の
県
民
大
会
へ
の
記
述
の
淡
白
さ
と
比
較
す
る

と
そ
の
特
徴
が
よ
り
浮
か
び
上
が
る
。

森
宣
雄
『
沖
縄
戦
後
民
衆
史
』

　

本
書
の
特
徴
と
し
て
、「
生
き
る
」
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
な
が

ら
、
多
数
の
個
人
が
登
場
し
て
紡
が
れ
る
豊
富
な
事
例
が
あ
る
。

ま
た
、
三
部
構
成
だ
が
、
各
部
間
に
は
〈
幕
間
〉
が
用
意
さ
れ
る

ほ
か
、
森
氏
の
思
考
の
断
片
が
一
〇
の
「
歴
史
ノ
ー
ト
」
と
し
て

添
え
ら
れ
て
い
る
。
文
化
に
関
わ
る
多
様
な
比
喩
を
随
所
に
用
い

る
な
ど
、
豊
か
な
思
想
性
を
有
す
る
本
書
を
的
確
に
要
約
し
て
伝

え
る
能
力
は
私
に
は
な
い
。
詳
細
は
直
接
読
ん
で
い
た
だ
く
ほ
か

な
い
が
、
ま
ず
は
次
の
章
立
て
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た

い
。序

章 

ひ
と
び
と
が
終
わ
ら
せ
る
戦
争
と
戦
後
／［
第
Ⅰ
部 

焦

土
か
ら
の
旅
立
ち
］
第
一
章 

戦
後
の
は
じ
ま
り

─
国
家
か

ら
の
難
民 

一
九
四
五
年
／
第
二
章 

野
生
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

─
青
年
と
政
党 

一
九
四
六
─
五
一
年
／［
第
Ⅱ
部 

軍
事
独

裁
を
た
お
す
］
第
三
章
「
島
ぐ
る
み
」
の
土
地
闘
争

─
よ
わ

き
無
名
の
者
た
ち 

一
九
五
二
─
五
六
年
／
第
四
章
「
祖
国
復

帰
」
自
治
獲
得
運
動

─
先
生
と
教
え
子
た
ち 

一
九
五
七
─

七
二
年
／［
第
Ⅲ
部 

自
然
へ
の
復
帰
］
第
五
章 

海
へ
大
地
へ

空
へ

─
ひ
と
び
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

一
九
七
三
─
二
〇
一

四
年
／
終
章 

戦
争
の
あ
と
の
未
来
へ

─
二
〇
一
五
〜

　

序
章
で
は
、「
沖
縄
戦
後
史
と
は
、
沖
縄
戦
の
つ
づ
き
と
し
て

の
〈
捨
て
石
・
占
領
〉
体
制
が
継
続
す
る
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
を

終
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
（
中
略
）
ひ
と
び
と
＝
民
衆
の
歴
史
で
あ

る
」（
一
七
頁
）
と
端
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
状
認
識
と
し

て
、「
い
ま
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
を
め
ぐ
る
現
場
で
、
ひ
と
び

と
は
一
九
四
五
年
以
来
の
戦
場
化
の
終
結
、
す
な
わ
ち
沖
縄
戦
後
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69　［動向］沖縄論の現在
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史
の
真
の
終
焉
を
か
け
て
対
峙
し
て
い
る
」（
一
八
頁
、
三
上
千
恵

氏
を
参
照
）
の
だ
と
す
る
。

　

第
一
章
で
は
、
収
容
所
時
代
に
「
難
民
」
と
し
て
ひ
と
つ
に
な

る
こ
と
で
沖
縄
人
〈
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
〉
意
識
が
形
成
さ
れ
た
こ

と
、
米
兵
あ
る
い
は
日
本
兵
・
沖
縄
の
男
の
剝
き
出
し
の
暴
力
に

さ
ら
さ
れ
る
な
か
で
沖
縄
の
女
性
は
時
代
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た

こ
と
、
自
衛
の
た
め
の
団
結
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
論
じ

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
形
作
ら
れ
た
「
戦
後
沖
縄
の
精

神
文
化
の
原
点
」
を
、
①
民
族
的
同
胞
意
識
、
②
国
家
史
を
相
対

化
す
る
民
衆
史
観
、
❸
人
の
情
け
を
重
ん
じ
る
価
値
観
、
❹
自
然

を
大
事
に
す
る
価
値
観
、
❺
い
の
ち
を
大
事
に
す
る
価
値
観
、
⑥

固
有
の
民
俗
文
化
の
復
興
、
⑦
女
性
の
（
精
神
的
優
位
性
の
）
復
権
、

❽
異
文
化
・
普
遍
性
へ
の
越
境
、
⑨
団
結
・
自
衛
の
伝
統
、
と
ま

と
め
る
。
こ
の
う
ち
、
白
丸
数
字
は
「
沖
縄
の
固
有
性
」
を
比
較

的
強
く
あ
ら
わ
し
、
黒
丸
数
字
は
そ
の
枠
を
超
え
て
「
普
遍
性
」

を
備
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
島
ぐ
る
み
闘
争
の
段
階
で
、

❿
超
党
派
的
な
連
帯
へ
の
献
身
、
が
加
わ
る
と
す
る
。

　

第
二
章
で
は
、
米
国
お
よ
び
日
本
の
「
折
り
か
さ
な
る
〈
捨
て

石
・
占
領
〉
の
欲
望
に
対
峙
」（
五
六
頁
）
す
る
始
ま
り
が
論
じ
ら

れ
る
。
一
九
四
九
年
半
ば
に
は
「
米
軍
へ
の
協
力
か
抵
抗
か
を
論

じ
あ
う
全
沖
縄
規
模
の
大
衆
参
加
型
の
政
治
が
成
立
」（
七
〇
頁
）

し
た
。「
力
の
支
配
を
く
つ
が
え
す
新
た
な
政
治
」（
七
一
頁
）
と

し
て
、「
野
生
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
登
場
す
る
。
こ
の
章
の
中

心
は
人
民
党
で
あ
る
。
特
に
上
地
栄
が
日
本
復
帰
運
動
の
組
織
化

に
と
っ
て
重
要
な
「
前
衛
的
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」
で
あ
っ
た
と
す

る
。

　

第
三
章
で
は
、
日
本
道
路
ス
ト
か
ら
労
働
三
法
成
立
、
そ
し
て

人
民
党
事
件
を
経
て
、「
島
ぐ
る
み
」
の
土
地
闘
争
が
実
現
す
る

過
程
を
扱
う
。
章
の
中
心
は
引
き
続
き
人
民
党
だ
が
、
前
半
は
林

義
巳
、
後
半
は
国
場
幸
太
郎
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
地
下
（
非
合

法
）
共
産
党
の
活
動
が
重
視
さ
れ
る
。「
沖
縄
民
政
」
が
行
き
づ

ま
る
な
か
で
人
民
党
事
件
が
起
こ
り
、
瀬
長
亀
次
郎
が
入
獄
す
る

な
ど
党
組
織
は
壊
滅
し
た
か
に
み
え
た
が
、
地
下
共
産
党
は
存
続

し
、「
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」
に
対
峙
す
る
た
め
の
土
地
闘
争

に
全
力
を
注
ぐ
。「
❿
超
党
派
的
な
連
帯
へ
の
献
身
」
は
、
そ
う

し
た
地
下
活
動
に
専
念
す
る
な
か
で
生
み
出
さ
れ
た
と
す
る
。
そ

し
て
、
伊
佐
浜
・
伊
江
島
な
ど
の
母
親
や
農
民
が
立
ち
上
が
る
な

か
で
「
島
ぐ
る
み
」
の
土
地
闘
争
が
展
開
さ
れ
る
が
、「
沖
縄
非

合
法
共
産
党
は
、
住
民
の
幅
ひ
ろ
い
統
一
戦
線
を
地
下
か
ら
準
備

し
成
功
さ
せ
、
さ
ら
に
弾
圧
の
シ
ン
ボ
ル
瀬
長
亀
次
郎
と
人
民
党

を
住
民
の
「
総
反
撃
」
の
シ
ン
ボ
ル
に
復
活
さ
せ
る
と
い
う
構
想

ま
で
実
現
さ
せ
た
」（
一
二
二
頁
）
の
だ
と
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、
日
本
復
帰
が
確
定
す
る
ま
で
の
〈
ポ
ス
ト
「
島

ぐ
る
み
闘
争
」
期
〉（
一
九
五
七
〜
六
八
年
）、
お
よ
び
〈
施
政
権
返
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還
期
〉（
一
九
六
九
〜
七
二
年
）
を
扱
う
。「
日
本
復
帰
へ
む
か
う
政

策
転
換
を
終
始
一
貫
つ
き
動
か
し
て
い
た
の
は
沖
縄
社
会
で
あ
っ

た
」（
一
四
二
頁
）
と
し
て
〈
ポ
ス
ト
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
期
〉
は

復
帰
協
に
集
う
教
職
員
や
労
働
組
合
が
そ
の
中
心
で
あ
り
、
ま

た
「
隠
れ
た
主
役
」
と
し
て
戦
後
世
代
の
青
年
た
ち
（
そ
の
先
鋭

は
『
琉
大
文
学
』）
を
位
置
付
け
る
。「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
後
に
は
沖

縄
政
治
勢
力
の
系
列
化
が
進
み
、
一
九
六
一
年
に
は
人
民
党
は
日

本
共
産
党
と
「
綱
領
レ
ベ
ル
で
一
体
化
を
と
げ
（
中
略
）
歴
史
を

切
り
ひ
ら
く
前
衛
の
役
目
か
ら
降
り
た
」（
一
六
六
頁
）。「
前
衛
集

団
や
政
党
が
牽
引
す
る
運
動
形
態
か
ら
労
働
者
・
教
員
・
地
域
社

会
に
支
え
ら
れ
た
大
衆
運
動
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」（
一
七
二
頁
）

が
行
わ
れ
、
復
帰
協
は
政
党
に
代
わ
っ
て
前
衛
を
担
っ
て
い
く
。

そ
れ
は
「
外
部
の
動
き
に
は
依
存
し
な
い
自
立
的
な
大
衆
運
動
の

理
念
、
つ
ま
り
〈
沖
縄
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
〉
が
成
立
す
る
よ
う
に
な

っ
た
」（
一
六
一
頁
）
の
だ
と
す
る
。
一
九
六
八
年
に
革
新
共
闘
の

屋
良
主
席
が
誕
生
す
る
が
、「
日
米
両
政
府
が
推
し
進
め
る
施
政

権
返
還
の
政
治
過
程
に
追
従
し
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
」（
一
七
五

頁
）。
沖
縄
の
分
断
と
無
力
化
が
進
む
一
方
で
、
そ
れ
に
抗
す
る

「
政
治
的
に
は
「
返
還
協
定
粉
砕
派
」、
思
想
的
な
頂
点
は
「
反
復

帰
論
」、
沖
縄
青
年
同
盟
の
「
人
民
権
力
樹
立
」
論
」（
一
八
二
頁
）

が
現
れ
た
。

　

第
五
章
は
、
一
九
九
五
年
の
事
件
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
超
党

派
の
沖
縄
県
民
大
会
を
実
現
さ
せ
、
そ
の
後
の
辺
野
古
新
基
地
反

対
運
動
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
へ
と
続
く
こ
と
に
な
る
「〈
沖
縄
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
〉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」（
二
一
〇
頁
）
を
実
現
さ
せ
た
中

心
を
持
た
な
い
同
心
円
状
に
ひ
ろ
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
析
出
す

る
た
め
に
、
一
九
七
三
〜
九
五
年
の
歴
史
が
振
り
返
ら
れ
る
。
そ

こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
金
武
湾
闘
争
、
一
坪
反
戦
地
主
運

動
で
あ
る
。「
金
武
湾
闘
争
の
経
験
と
そ
の
な
か
で
む
す
ば
れ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
ま
ま
現
在
の
辺
野
古
に
継
承
さ
れ
た
」

（
二
一
三
頁
）
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
結
び
つ
き
が
「
反
Ｃ
Ｔ

Ｓ
労
働
者
連
絡
会
」
を
鍵
と
し
な
が
ら
個
人
の
経
験
を
通
じ
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

改
め
て
本
書
の
特
徴
を
民
衆
運
動
の
変
遷
に
関
わ
っ
て
整
理
す

れ
ば
、
一
九
五
〇
年
代
は
前
衛
党
の
時
代
、
六
〇
年
代
は
復
帰
協

が
前
衛
を
担
っ
た
時
代
、
七
〇
年
代
以
降
は
中
心
を
持
た
な
い
同

心
円
状
に
ひ
ろ
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
と
し
て
描
い
て
い
る

の
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
は
近
年
に
関
す
る
叙
述
で
、「
沖
縄
社

会
で
は
、〈
現
場
─
世
論
─
政
界
〉
が
連
動
し
あ
う
新
た
な
政
治

を
つ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
」（
二
四
七
頁
）
と
す
る
理
解
は
示
唆
に

富
む
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
重
要
な
論
旨
に
関
わ
っ
て
、
若
干
の

違
和
感
が
あ
る
。

　

一
点
目
は
、
人
民
党
あ
る
い
は
非
合
法
共
産
党
に
対
す
る
評
価
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に
つ
い
て
で
あ
る
。
従
来
、
瀬
長
に
注
目
が
集
ま
る
な
か
で
、
本

書
の
内
容
は
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る
意
味
で
も
示
唆
に
富
む
も
の

で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
過
大
評

価
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
上
地
栄
が
日
本
復
帰
運
動
を
主
導
し
た
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
が
、
復
帰
請
願
署
名
運
動
は
す
ぐ
さ
ま
滞
っ
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
軌
道
に
乗
せ
た
の
は
青
年
団
の
組
織
力
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
あ
る
い
は
、
島
ぐ
る
み
闘
争
が
国
場
幸
太
郎
ら
に

よ
る
非
合
法
共
産
党
の
地
下
活
動
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
と
す
る

が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
多
様
な
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
あ
た

か
も
非
合
法
共
産
党
が
唯
一
そ
れ
を
指
導
し
た
か
の
よ
う
な
評
価

は
危
険
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
の
地
域
社
会
の
中
心
に
存
在
し
、
社
会
運
動
を
担

っ
た
両
輪
は
教
職
員
会
と
青
年
団
で
あ
っ
た）

4
（

。
ま
た
、
森
氏
自
身

が
述
べ
る
よ
う
に
、「
母
親
や
農
民
は
そ
れ
自
身
の
論
理
で
た
た

か
う
」（
一
三
一
頁
）
の
で
あ
り
、
島
ぐ
る
み
闘
争
に
至
る
過
程
は
、

当
時
の
地
域
社
会
構
造
や
各
主
体
の
動
向
を
総
合
的
に
把
握
し
た

上
で
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

二
点
目
は
、
よ
り
大
き
な
歴
史
段
階
の
認
識
に
関
わ
る
も
の
で

あ
る
。

　

例
え
ば
、
本
書
は
、
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に

か
け
て
、
米
軍
統
治
期
を
通
し
て
沖
縄
保
守
が
最
も
安
定
し
た
こ

と
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
島
ぐ
る
み
闘
争
後

に
も
生
じ
た
超
党
派
に
よ
る
組
織
化
の
取
り
く
み
、
保
守
安
定
を

も
た
ら
し
た
政
界
再
編
の
動
き
を
軽
視
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と

い
え
る）

（
（

。

　

ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
に
生
じ
た
と
さ
れ
る
「
前
衛
集
団
や
政

党
が
牽
引
す
る
運
動
形
態
か
ら
労
働
者
・
教
員
・
地
域
社
会
に
支

え
ら
れ
た
大
衆
運
動
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」（
一
七
二
頁
）
と
は
ど

の
よ
う
な
意
味
か
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
復
帰
運
動
を
は
じ

め
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
社
会
運
動
の
両
輪
は
地
域
社
会
に
根
差

し
た
教
員
と
青
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
労
組
結
成
が
可
能
と
な

る
な
か
で
、
組
織
労
働
者
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。拙

著
『
沖
縄
現
代
史
』
と
の
比
較

　

新
崎
氏
と
森
氏
の
両
著
は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
対
す
る
沖

縄
の
動
向
を
歴
史
的
な
画
期
と
み
な
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い

る
。
そ
れ
は
拙
著
も
同
様
で
あ
る
。

　

新
崎
氏
は
日
米
両
政
府
の
政
策
と
そ
れ
に
対
置
さ
れ
る
沖
縄
民

衆
と
い
う
構
図
で
歴
史
を
描
く
。
一
方
、
森
氏
は
具
体
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
多
く
盛
り
込
み
、
よ
り
沖
縄
民
衆
に
内
在
化
さ
せ
て

叙
述
を
行
う
。
そ
し
て
民
衆
運
動
の
担
い
手
の
変
遷
に
つ
い
て
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も
、「
島
ぐ
る
み
闘
争
」「
復
帰
前
後
」
を
転
換
期
と
位
置
付
け
る

点
は
共
通
し
て
お
り
、
新
崎
氏
が
そ
れ
に
「
一
九
九
五
年
」
の
画

期
性
を
加
え
て
い
る
こ
と
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま

た
、
新
崎
氏
が
用
い
る
「
構
造
的
沖
縄
差
別
」
と
森
氏
が
用
い
る

「〈
捨
て
石
・
占
領
〉
体
制
」
は
近
似
の
概
念
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
崎
氏
と
森
氏
の
両
著
は
大
き
く
は
同
じ
ベ
ク

ト
ル
上
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
共
通
し
た
二

点
の
批
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
点
目
は
、
保
守
勢
力
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
民
衆

（
運
動
）
の
歴
史
を
中
心
と
し
た
両
著
の
な
か
で
は
、
全
体
と
し
て

保
守
勢
力
の
評
価
は
手
厳
し
い
。
評
価
軸
に
つ
い
て
は
異
論
を
は

さ
む
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
歴
史
的
事
実
の
位
置

付
け
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
話
は
別
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
新
崎
氏
は
、「
稲
嶺
知
事
の
海
兵
隊
県
外
移
転
の
主

張
や
翁
長
那
覇
市
長
の
普
天
間
代
替
施
設
硫
黄
島
移
転
の
主
張
は
、

保
守
政
治
家
の
中
に
自
立
的
思
想
が
根
付
き
始
め
て
き
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
」（
新
崎
、
二
一
〇
頁
）
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
歴
史

的
事
実
を
ふ
ま
え
て
い
な
い
。
沖
縄
保
守
勢
力
の
「
自
立
的
思

想
」
が
少
な
く
と
も
一
九
五
〇
年
代
以
降
存
在
し
て
き
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
で
も
明
ら
か
に
し
て
き
た
通
り
で
あ
る）

6
（

。
ま
た
、

森
氏
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
翁
長
那
覇
市
長
す
な
わ
ち
現
沖

縄
県
知
事
は
、
県
議
一
期
目
の
一
九
九
四
年
段
階
に
お
い
て
、
す

で
に
「「
沖
縄
の
人
間
と
し
て
基
地
の
重
圧
は
こ
れ
以
上
い
ら
な

い
」、「
県
益
論
か
ら
基
地
問
題
を
考
え
る
べ
き
だ
」、「
基
地
の
全

面
撤
去
ま
で
訴
え
た
い
」
と
、（
中
略
）
自
民
党
県
連
の
基
地
政
策

見
直
し
を
牽
引
し
て
い
」（
森
、
二
五
三
頁
）
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
森
氏
の
位
置
付
け
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例

え
ば
、「
保
守
系
は
、
革
新
系
が
牽
引
す
る
現
場
と
県
民
世
論
の

動
向
を
追
い
な
が
ら
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、〈
沖
縄
の
保
守
〉
と
い
う
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
系
列
化
か
ら
脱
皮
さ
せ
た
」（
森
、
二
五
六
頁
）

と
す
る
。
は
た
し
て
保
守
系
は
そ
の
よ
う
な
客
体
的
な
立
場
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
紹
介
し
た
沖
縄
保
守
勢
力
の
「
自
立
的
思

想
」
を
前
提
と
し
た
場
合
、
革
新
系
と
は
異
な
る
主
体
的
な
道
の

り
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

二
点
目
は
、
一
点
目
と
も
関
わ
る
が
、
一
九
七
二
年
の
復
帰
か

ら
九
五
年
ま
で
の
二
十
年
余
の
歴
史
叙
述
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で

あ
る
。
新
崎
氏
と
森
氏
の
両
著
は
、
こ
の
時
期
に
割
く
ペ
ー
ジ
数

が
少
な
い
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
一
九
九
五
年

以
降
の
民
衆
運
動
の
前
史
と
し
て
、
両
者
と
も
金
武
湾
闘
争
と
反

戦
地
主
運
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
オ
ー
ル

沖
縄
」
を
生
み
出
し
た
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
延
長

線
上
で
の
み
捉
え
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
沖
縄
の
保
守
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本
流
か
ら
登
場
し
た
翁
長
県
知
事
ら
の
動
向
の
歴
史
的
前
提
を
把

握
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

具
体
的
に
は
、
西
銘
保
守
県
政
期
（
一
九
七
八
〜
九
〇
年
）
に
二

度
の
訪
米
が
行
わ
れ
、
普
天
間
飛
行
場
返
還
を
含
め
た
基
地
の
整

理
縮
小
が
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
国
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る

経
済
振
興
に
よ
っ
て
基
地
依
存
率
が
低
下
し
た
こ
と
、
首
里
城
復

元
や
県
立
芸
大
設
置
な
ど
後
に
沖
縄
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
高
揚
に

繫
が
る
政
策
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
は
近
年
の
「
オ
ー
ル
沖

縄
」
に
至
る
動
向
を
考
え
る
上
で
い
ず
れ
も
重
要
な
の
だ
が
、
本

格
的
に
検
討
さ
れ
て
は
い
な
い
。「
二
〇
年
の
空
白
」
が
歴
史
認

識
に
生
じ
て
い
る
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
批
判
点
は
、
民
衆
（
運
動
）
を
軸
と
し
て
こ
れ

ま
で
書
か
れ
て
き
た
沖
縄
戦
後
史
、
沖
縄
現
代
史
の
通
史
に
す
で

に
存
在
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
拙
著
『
沖
縄
現
代
史
』
は
、
こ

う
し
た
点
を
意
識
し
な
が
ら
執
筆
し
た
。
章
立
て
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

第
1
章
「
沖
縄
戦
」
後
の
米
軍
占
領 

1
（
4
（
〜
（2
／
第
2

章
「
島
ぐ
る
み
」
の
抵
抗 

1
（
（
2
〜
（8
／
第
（
章 

沖
縄

型
高
度
経
済
成
長 

1
（
（
8
〜
6（
／
第
4
章 

本
土
復
帰
へ 

1
（
6
（
〜
（2
／
第
（
章 

復
帰
／
返
還
直
後

─
革
新
県
政

の
苦
悩 

1
（
（
2
〜
（8
／
第
6
章 

保
守
に
よ
る
長
期
政
権

─
変
わ
る
県
民
意
識 

1
（
（
8
〜
（0
／
第
（
章 

反
基
地

感
情
の
高
揚

─
「
島
ぐ
る
み
」
の
復
活 

1
（
（
0
〜
（8
／

第
8
章
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
へ

─
基
地
・
経
済
認
識
の
転
換 

1
（
（
8
〜
2
0
1
（

　

本
書
の
特
徴
と
し
て
、
各
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
〜
2
節
で
本
土

と
の
関
係
や
基
地
問
題
、
住
民
運
動
と
い
っ
た
政
治
・
社
会
、
（

節
で
自
立
と
基
地
依
存
を
対
極
と
し
て
常
に
争
点
と
な
る
経
済
、

4
節
で
帰
属
意
識
や
自
己
決
定
論
な
ど
で
重
視
さ
れ
る
文
化
・
思

想
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

従
来
、
最
も
読
ま
れ
て
き
た
通
史
で
あ
る
新
崎
盛
暉
『
沖
縄
現

代
史
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
年
、
新
版
二
〇
〇
五
年
）
と
、
拙
著
の

違
い
に
つ
い
て
「
端
的
に
言
え
ば
、
前
者
が
〝
民
衆
運
動
あ
る
い

は
そ
れ
を
担
っ
た
主
体
に
よ
る
歴
史
〟
を
論
じ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
後
者
す
な
わ
ち
私
は
〝「
島
ぐ
る
み
」
と
い
う
八
割
を
超

え
る
よ
う
な
総
意
が
作
り
上
げ
て
き
た
歴
史
〟
を
重
視
し
て
い
る
、

と
ひ
と
ま
ず
言
え
る）

（
（

」。
県
民
の
八
割
を
超
え
る
よ
う
な
合
意
形

成
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
、「
島
ぐ
る
み
」
や
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

が
生
ま
れ
、
歴
史
を
動
か
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
の
民
衆
運
動
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
保
守
政
治
家
や
財
界
人
、
そ
し

て
そ
の
支
持
層
ま
で
含
め
た
、
沖
縄
住
民
の
大
多
数
を
包
含
す
る

よ
う
な
総
体
的
な
歴
史
像
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
保
守
と
革
新
、
あ
る
い
は
復
帰
と
独
立
と
い
っ
た
も
の
が
固
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定
的
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
二
項
対
立
が

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
は
、
時
代
ご
と
の

揺
れ
や
強
弱
を
見
通
す
こ
と
を
意
図
し
つ
つ
拙
著
は
書
か
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
「
二
〇
年
の
空
白
」
を
作
ら
な
い
こ
と
も
重
視
し

た
。

　

以
上
、
新
崎
氏
と
森
氏
の
両
著
と
の
違
い
を
鮮
明
に
し
つ
つ
、

拙
著
の
紹
介
を
行
っ
て
き
た
。
通
史
の
描
き
方
に
は
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
し
、
ど
ち
ら
に
よ
り
妥
当
性
が

あ
る
か
は
、
第
三
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
ほ
か
は
な
い
。
た
だ
、

沖
縄
戦
後
史
を
通
観
し
た
著
作
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
「
動

向
」
が
、「
沖
縄
問
題
」
の
解
決
に
向
け
て
、
誤
解
や
偏
見
を
解

消
し
、
共
通
の
議
論
の
土
台
の
形
成
に
資
す
る
も
の
と
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
の
み
で
あ
る
。

注
（
1
）　

例
え
ば
、
前
泊
博
盛
『
沖
縄
と
米
軍
基
地
』（
角
川one

テ
ー
マ
21
、
二
〇
一
一
年
）、
琉
球
新
報
社
編
『
ひ
ず
み
の
構

造
』（
新
報
新
書〈
琉
球
新
報
社
〉、
二
〇
一
二
年
）、
屋
良
朝
博

『
誤
解
だ
ら
け
の
沖
縄
・
米
軍
基
地
』（
旬
報
社
、
二
〇
一
二
年
）、

前
田
哲
男
・
林
博
史
・
我
部
政
明
編
『〈
沖
縄
〉
基
地
問
題
を
知

る
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
新
外
交
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
編
『
虚
像
の
抑
止
力
』（
旬
報
社
、
二
〇
一
四
年
）、
琉

球
新
報
「
日
米
廻
り
舞
台
」
取
材
班
『
普
天
間
移
設 

日
米
の
深

層
』（
青
灯
社
、
二
〇
一
四
年
）、
植
村
秀
樹
『
暮
ら
し
て
見
た

普
天
間
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
五
年
）、
木
村
司
『
知
る
沖
縄
』

（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、
宮
城
大
蔵
・
渡
辺
豪
『
普

天
間
・
辺
野
古 

歪
め
ら
れ
た
二
〇
年
』（
集
英
社
新
書
、
二
〇
一

六
年
）、
な
ど
。

（
2
）　

例
え
ば
、
鹿
野
政
直
『
戦
後
沖
縄
の
思
想
像
』（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
八
七
年
）、
同
『
沖
縄
の
淵
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九

三
年
）、
お
よ
び
、
両
書
の
内
容
も
収
録
し
た
、
同
『
鹿
野
政
直

思
想
史
論
集 

第
三
巻 

沖
縄
Ⅰ 

占
領
下
を
生
き
る
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）、
同
『
鹿
野
政
直
思
想
史
論
集 

第
四
巻 

沖
縄
Ⅱ 

滅
却
に
抗
し
て
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
な
ど
。

（
（
）　

拙
稿
「
鹿
野
政
直
著
『
沖
縄
の
戦
後
思
想
を
考
え
る
』」

（『
同
時
代
史
研
究
』
五
、
二
〇
一
二
年
）。

（
4
）　

拙
著
『
沖
縄
の
復
帰
運
動
と
保
革
対
立
』（
有
志
舎
、
二
〇

一
二
年
）、
第
二
章
。

（
（
）　

鳥
山
淳
氏
の
議
論
に
も
同
様
の
問
題
点
が
あ
る
。
拙
稿

「
鳥
山
淳
著
『
沖
縄
／
基
地
社
会
の
起
源
と
相
克 

1
（
4
（

−

1
（
（
6
』」（『
同
時
代
史
研
究
』
七
、
二
〇
一
四
年
）、
参
照
。

（
6
）　

自
立
経
済
に
関
わ
っ
て
、
拙
稿
「
一
九
五
〇
年
代
沖
縄
に

お
け
る
「
基
地
経
済
」
と
「
自
立
経
済
」
の
相
剋
」（『
年
報
日

本
現
代
史
』
一
七
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
沖
縄
の
復
帰
過
程
と

「
自
立
」
へ
の
模
索
」（『
日
本
史
研
究
』
六
〇
六
、
二
〇
一
三
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75　［動向］沖縄論の現在

•••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••

年
）、
基
地
問
題
に
つ
い
て
も
「
保
守
的
立
場
」
か
ら
拡
張
反
対
、

整
理
縮
小
、
適
正
補
償
な
ど
の
立
場
を
と
っ
て
き
た
こ
と
に
関

わ
っ
て
、
同
「
戦
後
沖
縄
に
お
け
る
「
基
地
問
題
」
の
形
成
過

程
」（『
部
落
問
題
研
究
』
一
九
七
、
二
〇
一
一
年
）、
な
ど
。

（
（
）　

拙
稿
「
沖
縄
現
代
史
の
な
か
の
「
島
ぐ
る
み
」
の
系
譜
」

（『
歴
史
学
研
究
』
九
四
九
、
二
〇
一
六
年
）。

＊
本
稿
は
J
S
P
S
科
研
費268（0（10

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

 

（
大
阪
教
育
大
学
准
教
授
）
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